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『未来へつなぐ 天塩の流れ 人と大地の躍動』 

第 43 回北海道建築士会全道大会（士別大会）開催！ 
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土岐支部長挨拶 飯田青年委員長による綱領朗読 
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B 分科会 

マチの知名度アップから学ぶ!! 

未来へつなぐまちづくり 

A 分科会 

未来へはばたく力を育てる 

～子どもと地域と学校建築～ 

 

 

 

 

 

 女性委員会の活動「子ども・家・Hokkaido」は 20

年が経つ。Ａ分科会では子どもたちの学習の場、人間

形成の場として過ごす学校建築を取り上げ、朝日町糸

魚小学校を会場として講演と見学を行った。 

この小学校の特徴は、自然エネルギーの利用、地場

産材の活用、学童数 34 名という少人数の学習空間が

特徴ある学校建築とあって築１０年目であるが、会員

の関心も高く、参加者は４２名であった。 

「自然光あふれる学び舎」と題して建築家加藤誠氏

（㈱アトリエブンク専務取締役）が講演。小学校 100

年の歴史、多雪地帯、子供たちと教師の家族的な関係

を基本に、環境、光、風、熱について説明された。 

最初に設計するにあたっては多くの人と意見を共

有しながら進めていった。プランは、南北に教室、

中央にみんなの集まるスペース、体育館を同じ棟に

し、一体化することで親密性と建物で消費されるエ

ネルギーを抑えている。一方、中央の明るさを確保

するためのトップライトは光と熱、風を供給してい

る。構造はＲＣ造、鉄骨造にエゾマツ、トドマツの

集成材が屋根架構として使われている。見学は、安

達教頭と加藤氏の案内で子ども達の日常生活を紹介

しながら、創る側、使う側の視点が興味深かった。

△トップライトのある多目的スペース 

参加者からは、『ガラス屋根と雪の関係は？』『子ど

も時代にこんな学び舎で学びたかった』との声が聞か

れた。 

 

建物を訪れて最初に感じたことは、光がいっぱい！ 

心も身体ものびのび～。生まれ育った土地の光や風の

中で成長してゆく子供たち。想い出に残る空間となる

事を願い、改めて建築空間の役割の大切さを思った。 

△特徴的な構造の体育館で行われた講演 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ分科会は士別市から移動し「絵本の里」である剣

淵町の公共建築優秀賞を受賞した「剣淵絵本の館」を

会場として、士別支部の士別市、剣淵町、和寒町の 1

市2町のそれぞれのマチの知名度アップに貢献された

方々から、そのきっかけ、現在に至る道のりや苦労な

どのお話を伺うことから始まった。 

 

 

 

 

 

 

△剣淵町、絵本の里外観 

 最初は剣淵町長 早坂純夫氏のお話で、氏は剣淵

町役場に奉職し職員として教育委員会時代に「絵本

の館」に務めたことがあり、その総務課長で定年退

職後、剣淵町長をとなり現在2期目である。 

 現在の絵本の館は、２代目でもともと剣淵町には

昔から民間主体の絵本の里を作ろうという機運があ
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C 分科会 

北の大地で技術開発 

～士別の大地で試される世界品質～ 

ったことから「絵本の館」の建設ができた。 

 絵本という唯一無二の一村一品運動で全国からお

客様が剣淵町にきてくれまちの活性化に役立ってい

るとのことであった。 

 次は士別市議会議員の井上久嗣氏のお話で「サフ

ォークのまち」となった運動の歩みの説明があっ

た。 

 最初は民間主体で２０年ほど運動が進んできてい

たが、そのうち行政も加わり現在の形となってい

る。そのサフォークを核にまちづくりが進んでいる

とのこと。 

 最後の講演は和寒町の袰田道悟氏で、氏は全日本

玉入れ協会の会長で、玉入れで和寒のまちおこしを

行ってきた。全国的にも盛んになってきたが、発祥

の地が和寒であることから、協会本部は和寒で、玉

入れの聖地として全国に名をとどろかせており、全

国には支部もあり、また有名企業内のレクなど取り

入れられつつあり全国的な広がりをみせているとの

こと。 

 3名の講演を聴講後、意見交換会が開催され、それ

ぞれの質問に対し講師たちが丁寧に答えた。 

 最後はまちづくり副委員長の清水浩史氏からまと

めの挨拶があり、Ｂ分科会が終了した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

士別支部を構成する1 市2 町はマチの特色を自ら

つくり上げ、知名度アップにつなげている。それぞ

れ、「サフォークのまち」の士別、「絵本の里」の

剣淵、「全日本玉入れ選手権」の和寒とオンリーワ

ンなまちづくりを進め、地理的条件や歴史的背景に

依存しないポジティブなまちづくりは、全道どこの

市町村でも参考になるのはないだろうか。 

  

 

 

 

 

四季のはっきりした内陸性気候の士別市では、北海

道でも稀な豪雪寒冷地体であり、世界的タイヤメーカ

ーの試験場や、自動車メーカーの試験コースが設置さ

れ、冬の厳しい寒さを活かした寒冷地試験等が盛んに

行われる「試験研究のまち」で有名である。 

Ｃ分科会においては、士別市内に自動車テストコー

スを管理・運営し、国内外自動車・タイヤ・部品メー

カーの開発試験向けに賃貸業務を行われている「㈱交

通科学総合研究所」、今田美明氏に講演をしていただ

いた。 

この北海道各地区に自動車関連テストコースが全

部で３０コース程度存在しており、上川地区で約半分

を占め、士別市においては交通科学研究所、トヨタ自

動車、ダイハツ工業、ブリヂストン、ヤマハ発動機等

国内一流メーカーの研究コースが存在していた。主に

冬場を想定した研究をされており、雪国ならではの雪

道対策スタッドレスタイヤの研究が盛んであるそう

だ。試験コースについても何種類も存在し、高速周回

路や旋回試験路、ブレーキ試験路等 16 種類に渡り、

最も感心したのは滑りやすい試験路（低 µ 路）につい

てである。冬道を想定しており、ブレーキ（ABS）操

縦性安定性などの試験に不可欠なコースで、特殊加工

を施した路面に散水し、路面の摩擦係数を低くする技

術が施されているようである。 

一概に試験コースとは言え、圧雪路の造成も工程が

多岐にわたり、自然条件との戦いでもあるため、建築

よりも土木的要素が強く感じられたが、「世界品質」を

目指す視線は建築にも共通することであろう。 
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被災地応急支援委員会 

応急危険度判定 

机上訓練体験 

 

 

 

 

 

 

今年から、建築士会で開催する「北海道建築士会応

急危険度判定士認定講習会・机上訓練」が認定講習と

なったこともあり、本大会では分科会とは別に各行事

の空き時間を利用して頂き、体験版の ミニペーパー

机上訓練を２会場に分けて実施致しました。（所用時

間 30 分程度） 

１回目：10/6(土) 10:30 - 12:30 士別グランドホテ

ル 

体験者数約 30 人 

２回目：10/6(土) 12:30 - 15:00 士別市民文化セン

ター 体験者数約 20 人 

 

  

 前日に行われた青年サミットでは会長を囲み親 

 

胆振（いぶり）地方中東部 M6.7 最大震度 6 強の発

生～余震～昨日の震度 5弱の地震より強い関心を受け

られているなか、体験をして頂きました。 

［体験者コメント］ 

・本受講により応急判断力の必要性が強まった。 

・支部にて本講習が開催されたとき、受講したい。 

［応急危険判定委員会］ 

・この機会により多くの会員が認定講習受講して頂

けることを期待しております。 

 

△体験の様子 

 

睦を深めました。 

 

  

 

 

 

 

 

これからも青年らしい活躍を期待します。 

 

 

編集発行／北海道建築士会情報委員会 

情報委員会委員長/斎藤 勝哉 

副委員長/早川陽子・森 勝利・前田 繁 

委員/熊谷 智・柏倉晶憲 

村山賢司・片岡哲二 

夜中の大きな揺れで目を覚ました「胆振東部地

震」から一か月が過ぎました。 全道民、建築士会

も通常の生活に戻る事が復興に繋がります。 今日

の全道大会も、地震を気にしながら前向きに活動を

続ける参加者が多くいました。 建築士・建築士会

として、今回の教訓を踏まえて、地域防災や被災地

支援活動等の社会貢献に、より多くの取り組みを進

めましょう。 

常務理事 牛田健一 


